石鎌の使用痕分析 : 良渚文化における石製農具の機能 (3) by 原田 幹
















































































3）。図 3-1~3・6 は完形品、図 3-4・5 は基部を欠損する。
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Ⅳ 石鎌の使用痕と機能
１.分析結果の概要











たＢタイプを主とする（図 4- 写真 1・3）。一部は平











く発達している（図 4- 写真 7・8）。この光沢面は表
面がなめらかで、微細な線状痕をともなう。Ｂ面刃部




しているが（図 4- 写真 7・8）、先端部近くの背部よ











のが主体で（図 5- 写真 9・11・12）、背部側から先
端部にかけて、刃と斜行するものもみられる。
　この資料では、通常光沢面が観察されないＢ面基部
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図 3　石鎌使用痕分布図　(Ｓ＝ 1/4)
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図 4　使用痕顕微鏡写真 (1)
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図 5　使用痕顕微鏡写真 (2)






































































石鎌　実験石器番号 S-284・S-291・S-292 の 3 点を
使用した。S-284 は泥岩製で刃部は両刃、S-291 は泥
岩製で刃部は片刃、S-292 は結晶片岩製で刃部は片刃
の石器である。大きさは長さ 12 ～ 13cm で、実際の
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図 6　実験石器操作方法・使用状況
表 1　実験内容一覧表
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図 7　実験石器の接触範囲
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